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はじめに

• 佛教大学図書館では，2020年6月4日より，従
来の国内ベンダーによる図書館システムに代わ
り，Ex LibrisのAlmaの運用を開始した

• Almaは図書館サービスプラットフォーム
（LSP）のひとつであり，従来の図書館システ
ムにリンクリゾルバや電子リソース管理システ
ム（ERMS）など周辺部のシステムを包括した
システムとなっている
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AlmaのUI
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海外製だが，一応日本語のUIが用意されている。用語などについては，本学も修正作
業に参加中（ただし不完全。追い付かない）
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導入の概略

• 2019年9月よりEx Librisの担当者と
implementation projectの準備（Onboarding 
Activities）としてトレーニング等を開始する

• 2019年11月6日，正式にimplementation 
projectがキックオフとなる

• その後，図書館システムのデータについてのテ
スト移行を2回行い，本番のデータ移行を1回
行って2020年6月4日に運用開始（カットオー
バー）
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目録業務（Resources）
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MARC21フォーマットでの管理
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従来からの書誌レコードはCATPフォーマットから変換して移行。新規の書誌レコー
ドはMARC21フォーマットとして作成
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NACSIS-CATとの連携（z39.50）【※一方通行】
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Z39.50プロトコルを用いてMARC21フォーマットとしてダウンロード。所蔵のアップ
ロードはWebUIPを利用してAlmaの外で実行している状況だが，並行して将来に向け
た対応も進行中
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電子の所蔵レコードの自動管理
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Science DirectやSpringerLink, ProQuestのEbook Centralで購読・購入した電子
ジャーナルや電子ブックのHoldingが出版社の記録をもとに自動でリゾルバ等に反映
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書誌レコードのエンリッチメント
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MARC21に切り替えたことで，CATPにはないフィールドを用いて，出版社由来の流
通用データを用いて書誌レコードのデータを強化する仕組みを自館で構築
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Worldcatとの連携（z39.50）+Publishing【予定】
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書誌レコード（和書+中国書が中心）にはOCLC Numberを付与し，WorldCatとの
連携体制を構築中
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受入業務(Acquisitions)
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電子のライセンス・発注情報の管理
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購読中のパッケージに関するライセンス情報（JUSTICEのもの）は他の発注情報など
と併せて管理
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電子の利用統計とその分析
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COUNTER（SUSHI）に準拠しているデータベースや電子ジャーナル，電子ブックの
データを自動取得。マニュアルで取得する利用統計やAlma内の予算データなどと合
わせ，状況を標準機能の OBI（Oracle Business Intelligence）を用いて分析中
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出版者由来の書誌の利用【現物見計らい】
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OpenBDやNDL searchなどの書誌レコードを検索し，発注用書誌レコードとして一括
で取り込みし，同時に発注データを作成するという仕組みを自館で構築
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利用者サービス(fulfillment)
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利用統計・帳票
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OBI（Oracle Business Intelligence）を用いて，さまざまな統計や帳票を自館で作成
可能
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外部システム（入退館ゲートや学籍・人事管
理システム）との連携
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外部システムごとにベンダーが違うため，個別対応は高額になる。
外部システムの仕様は旧図書館システムそのままにデータのみを“ゲートウェイ”形
式で変換することで対応
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予約/取寄，現物借用・文献複写
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コロナ禍ということで，送本（自宅配送）サービスや学内所蔵文献の複写送付（自
宅送付）サービスなどを全学生・全教員を対象に行ったが，Almaではそのワーク
フローが標準機能として登載されていたことはメリット
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NACSIS-ILLへの対応【※未対応】
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現在NACSIS-ILLには未対応であり，ILLの受付と，その管理のみをAlmaの中で行ってい
る。実際のILL業務は，外部システムであるWebUIPか，ブレインテックのBT-CATP/ILL
を用いてAlmaの外で実行する状況だが，NACSIS-CATと同じく，並行して将来に向け
た対応も進行中
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利用者からみたAlma
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「発見」能力の向上（MARC21+OpenBD）
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OpenBD由来のあらすじや目次データが”インデキシング“され，検索の対象となった
ことで，旧図書館システムのOPACでは検索できなかった書誌レコードが多数発見さ
れるようになった
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「発見」能力の向上（解題+デジタルアーカイブ）
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和古書の解題なども同時にインデキシングされ，検索対象となったほか，デジタルコ
レクションのメタデータ全般をAlmaで管理できるようになった。これにより，「紙」
の所蔵と「デジタル」へのリンクが一つの詳細画面で表示されるようになり，デジタ
ルデータが利用者に発見されやすい環境となった
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佛教大学図書館としての課題と解決策

1. 書店の発注システム（Knowledge Worker, 
PLATON）と連携しての運用
→いつから開始するかの問題

2. ライセンスデータをどこまで利用者に公開する
かの検討
→関係者との調整

3. 本学の機関リポジトリや明治期の新聞データ
ベースの移行（マッピングを含む）
→DC-NDLに対応するゲートウェイの構築？

4. デジタル・アーカイブの管理レベルの検討（メ
タデータのみか，ビューワーまで利用するか）
→JPCOARスキーマに対応するゲートウェイの構築？
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「日本」としての課題解決に向けての動き

1. Alma側からの歩み寄り
① NACSIS-CATとの「双方向」でのやり取り

への対応
② NACSIS-ILLへの全面的な対応
③ 日本の「気質」の理解

2. 「日本」としての歩み寄り
① 国際標準規格（ISO）で定められた規格や

デファクトスタンダードへの根本的な対応
② 国際標準規格（ISO）で定められた規格や

デファクトスタンダードへの二次的な対応
③ さまざまな発想の転換
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進行中

着実に
進行中



これからの学術情報システム構築検討委員会

「日本」のコンソーシアムでの導入可能性

• 「日本」としての課題解決に向けた動きが確か
に存在していることや製品の特性から，コン
ソーシアムとしての導入候補のひとつとして十
分に考慮できる

• 共同調達・運用といった考え方に沿った，「図
書館コミュニティ」としての運用モデルを丁寧
に構築することで，現実の図書館に即した製品
として活用できる余地があると考えられる
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佛教大学図書館としてのまとめ

• やれることは多いが，できないこともある
• 日本的な図書館システムとは発想の異なる部分
もあるので，発想の切り替えが必要

• 習熟するまでは一定のサポートが必要
• 佛教大学図書館としては，導入に際して不安も
あったのは事実だが，職員はいつの間にか
Almaのワークフローや用語に適応

• 総じて導入のメリットが見え始めたので良い選
択であったのではないか
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ご清聴ありがとうございました
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